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研究成果の概要： 

 敦煌から発見されたチベット語写本に含まれる未知の言語である Nam 語を記録した資料につ

いて文献学的な調査と分析を行ない、これまで知られていた大英図書館所蔵本のほかに、フラ

ンス図書館所蔵のペリオ収集文献中にも同じ言語を記した写本の断片があり、紙背の漢文経典

のテキストを分析した結果、もとはひとつの写本が分断されたものであることを実証した。ま

た解読作業に不可欠なデータの電子化と比較研究のための各種資料の整備と解析を行なった。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 4,400,000 0 4,400,000 

２００６年度 3,600,000  0 3,600,000 

２００７年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

２００８年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

総 計 14,300,000 1,890,000 16,190,000 
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１．研究開始当初の背景 
 
 大英図書館が所蔵するNam 語文献 IOL Tib 
J 736 は、もと India Office Library 所管
の文書であり、イギリスの学者 Frederick 
William Thomas 教授が早くから着目して研
究を行なった。1948 年に Thomas はそれまで
の研究成果を総合的に論述した専著 Nam, an 
ancient language of the Sino-Tibetan 
borderland.を公刊した。本書の反響は大き
く、刊行直後から少なからぬ書評が現れたが、
解読の方法論よりもむしろ命名の根拠とな

ったこの言語の歴史的背景および社会環境
の考証に批判が集中した。 
 Thomas が行なったテキストの分析と解読
については、書評はいずれも部分的な指摘に
止まり、全面的な批判は現れなかったが、 R. 
A. D. Forrest がその書評で写本に見えるい
くつかの語彙を漢語からの借用語ではない
かと指摘したことを受け、Thomas が専著 Nam 
を刊行してから 15 年後の 1963 年、カリフォ
ルニア大学の漢藏語研究家 Robert Shafer 
がテキストの綴字の特徴を検討して敦煌文
献中のチベット文字による漢語の音写資料



との類似を指摘した。不幸なことに、Shafer 
の文章が現れたのち、チベット＝ビルマ語研
究者の間に Thomas の研究した Nam 語文献
とは、実は漢語の音写資料であったという誤
解が広まり、Nam 語文献に注目する者はほと
んどいなくなってしまった。 
 
 
２．研究の目的 
 
 Nam 語文献の解読を中心とした諸問題につ
いて多角的な分析を行ない、関連分野の研究
成果の助けを借りつつ文献資料そのものと
記載された文字言語の諸特徴を明らかにす
るとともに、この 20 年で深化した漢語音韻
史の研究成果ならびに大量に蓄積されたチ
ベット＝ビルマ諸語の新資料と対照するこ
とにより、Nam 語と漢語、あるいはチベット
＝ビルマ諸語との関連性を全面的に再検討
する。敦煌発見のチベット語文献ならびに古
碑文を除くと、９世紀に遡るチベット＝ビル
マ諸語の文献資料は非常に限られている。そ
れゆえ Nam 語が Thomas の主張したように羌
系の古代語であるなら、チベット＝ビルマ語
の歴史研究に重要な寄与をもたらす貴重な
データとなる。いっぽう Shafer の指摘した
ごとくこの文献がチベット文字による古代
漢語の音写資料であるとすれば、この文献が
如何なる漢語のテキストを音写したものな
のか、その同定の研究が必要であり、漢語音
韻史において藏漢対音資料と呼ばれる一連
の資料との関連と位置づけが明らかにされ
なければならない。 
 
 
３．研究の方法 
 
 まず敦煌発見のチベット写本中に同種の
言語が記された文献が他にも存在するか否
かを探索し、Thomas の扱った Nam 語文献 IOL 
Tib J 736 と比較しつつ文献学的分析を行な
い、資料の性質と相互の関連性を吟味する。
資料の批判的検討ののち、当該文献に記載さ
れた文字データを電子テキスト化して解析
を行ない、記述された言語を音韻／形態／文
法のレベルごとに科学的、統計的に分析する。
その際にはテキストに見える特徴的な語形
と、語が連続して現れるフレーズの構造が解
析の大きな手がかりとなる。 
 Nam 語が羌系の言語ではないかという予測
に関しては、含まれる語形に羌系の言語を特
徴づける単語と共通のものが存在するか否
かが検討課題となる。語彙の比較にあたって
はチベット＝ビルマ諸語の最大のデータベ
ースであるカリフォルニア大学の STEDT プ
ロジェクトの協力を仰いだ。そのほか、羌語
支としてグループ化される諸言語に見られ

る特徴の歴史的発展を探求する諸問題の検
討とその成果は、Nam 語文献の解析にも直結
する課題として重視し、検証を行なった。 
 
 
４．研究成果 
 
 フランス国立図書館所蔵のペリオ収集に
なる敦煌文献のチベット語写本中に数点、未
知の言語が記された資料が存在することは
早くから指摘されていた。入手できた写真版
により当該資料のチベット文字の綴りの諸
特 徴 を 検 討 し た と こ ろ 、 P.t.1246 と 
P.t.1241 のふたつの資料が Nam 語文献で
あろうと判断された。その後フランス国立図
書館にて当該文献を実見し詳細に比較検証
した結果、大英図書館所蔵の Nam 語文献 IOL 
Tib J 736 と同じ言語が記録された文献であ
ると確認できた。 
 つぎにこれらの文献の相互関係が問題に
なるが、これまで注目されなかった紙背の漢
文テキストを比較分析してみると、いずれも
鳩摩羅什訳「妙法蓮華経巻第四 五百弟子受
記品第八」の一部であることが判明、大正大
蔵経の校訂テキストに照らして P.t.1246 
が P.t.1241 の上部からちぎれた１断片で
あること、また P.t.1241 + 1246 は大英図書
館所蔵の Nam 語文献 IOL Tib J 736 に先行
する部分であり、間に漢文テキストで８行相
当の欠落があることがわかった。こうしてフ
ランス国立図書館所蔵のペリオ収集中の 
Nam 語文献と大英図書館所蔵の Nam 語文献
とは本来１巻の写本が断裂したものである
ことを実証し、テキストの前後も明らかにな
った。 
 Nam 語テキストは、チベット文字をローマ
字に転写してコンピュータに入力し、検索が
可能な電子テキストを作成した。テキストの
語形を検討した結果、音節を構成する音素の
組合せから、チベット＝ビルマ語と共通する
諸特徴が見られることに加えて、チベット文
字の正書法を逸脱する綴字が散見すること、
文末に動詞と見られる複雑な綴りの音節が
あることなどから、チベット文語によく似た
特徴があることが判明した。すべての語形の
リストは継続して作成中である。なお Shafer 
が指摘したように、テキスト中には漢語の音
写によく似た綴りも散見されたものの、字音
検索ツールによる分析の結果、明らかに漢語
の語彙として漢字が同定できる語例は見つ
からなかった。よって Nam 語は漢語からの借
用語が混在する可能性は依然として残ると
はいえ、すべてが漢語の音写テキストではあ
り得ない。 
 Nam 語をチベット＝ビルマ語に属する言語
として見た場合、単語の比較研究を行うにあ
たってはその基準として、チベット＝ビルマ



語にほぼ共通して伝承されている語形と、チ
ベット＝ビルマ語のある言語グループにの
み見られる特徴的な語形とを整理しておく
必要がある。前者についてはチベット＝ビル
マ語の研究がすすみ、信頼できる祖語の語形
の再構も進められているものの、ともすれば
チベット＝ビルマ語全般に普遍的な語形が
重視され、特徴的な語形は排除されてしまう
傾向もある。前者の普遍性の探求に比べると
後者のいわば個性の共通部分についての探
求は、研究があまり進んでいない。 
 Thomas 以来議論が重ねられてきた羌系の
言語であるという予測がはたして的確か否
かについては、従来の歴史的背景からの探求
に加え、言語事実からの実証が不可欠である。
そのためには羌語支と呼ばれる言語グルー
プと共通の特徴を有するか否かを検討しな
くてはならないが、羌語支に属する諸言語の
内部分岐も大きいことから、基本的な課題と
して羌語支を特徴づける語彙とは何か、を明
らかにしておく必要があった。 
 そこでチベット＝ビルマ語の全体像に照
らして羌語支諸語の語彙を比較検討した結
果、羌語支を特徴づける語彙として「腎臓、
膿、尿、年、研ぐ、忘れる」の６語に加え「昨
／今／明」（年）のセットがあることを実証
し、それが文献に残る歴史上のチベット＝ビ
ルマ語の西夏語にも共通することから、西夏
語が羌語支に連なる言語であったことを実
証的に明らかにすることができたのは、本研
究の特筆すべき研究成果のひとつである。 
 語彙の比較検討にあたってはカリフォルニ
ア大学の STEDT プロジェクトの支援を得る
ことができた。ここに記して謝意を表してお
きたい。本研究の推進によって明確になった
新たな知見と諸問題については、国際シナチ
ベット言語学会などで随時報告を行ってき
た。 
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